
26編科 A2

問題 1

(1)

(2)

染色体数は、減数分裂では半減するが、体細胞分裂では変わらない。

減数分裂では相同染色体が対合 し二価染色体を形成するが、体細胞分裂

では対合が起こらない。

母親 (種子親)個体について、開花前までにピンセッ トなどを用いて、苦

を開き約を完全に除去 し、他の花粉が付かないように袋をかぶせる。開花

日に父親 (花粉親)個体の花粉を採取 し、袋を外 して種子親の花の柱頭に

受粉する。受粉後す ぐに袋を再びかぶせる。着果が確認できれば袋を外す。

(3)

(a) 胚珠 (b) 花粉管

(c) 卵細胞 (d) 月Z墜

(e) 胚乳 (内胚平し、内乳 も可 ) (f) 重複受精



26編科 A3

問題 2

(1) 生産者 :ブナ、ササなどの植物
二次消費者 :バ ッタやチ ョウなど植食性昆虫、ウサギなど草食性動物

二次消費者 :カ マキリ、クモ、シジュウカラ、カケスなど昆虫を食べる生

き物、イタチなど肉食性動物

イヌワシは食物連鎖の栄養段階では最上位に位置するため、補食する動物

の個体数が十分に供給 される生態系でなければ繁殖できない。そのような

豊かな生態系では、生産者である植物や一次消費者である植食性の昆虫な

どの種が多く、食 う一食われるの関係が複雑な食物網を形成 し、生物多様性

に富んでいる。すなわち、イヌワシが繁殖できる生態系は生物群集が安定

した生態系である証拠 となり、イヌワシの生息が環境保全の指標 となる。

オオキンケイギクのような外来の植物が繁茂することにより、在来の植物

の生息に影響を与える。その結果 として、在来の植物に依存 した昆虫や動

物の生育にも影響 し、安定 した食物網を形成 していた生態系に変化が起こ

ることが考えられる。そのためにオオキンケイギクの駆除をおこなつてい

る。

(2)

(3)



26編科 A4

問題 1

(1)温度が高い

一

 低い

(2)

(3)

(4)

触 媒

触媒を用いると、反応の活性化エネルギーが Qか ら Pの よう

により小さくな り、反応速度が大きくなる。

C B A

温 度 を 上 |ザ る と 活 性 化 エ

ネ ル ギ 以 上 の エ ネ ル ギ

を も つ 分 子 の
生
ロ

△
口 ブ)｀ 増 えヽ て

反 応 ブ)ミ 起 り や す く な り

反 応 速 度 ′)ミ 大 き く な る



26編科 A5

(1)

問題 2

(2)

Nc=Nco2=11.2ノ22.4(mol)=0.5(mol)
NH=WH/1 mol=(6.8 - 12 × 0.5)/1(mol)=0。 8(mol)

よって  Nc:NH=0.5:0.8=5:8

答  C5旦8

Nc=Nco2=13.2/44.0(mol)=0.3(mol)
NH=2 × NH20=2 × 7.2/18(mol)=0。 8(mol)

No=Wo/16=(6.0-0。 3× 12-0。 8× 1)A6=0.1(rn01)

よって  Nc:NH:No=0.3:0。 8:0.1=3:8:1

答 C3H80



26編科 A6

問題 3

(1)

(2)

(3)

(4)

ア 生 薬

NaHC03+HCl→  NaCl+H20+C02

イ ウ CH3COOH

ペ シ リ ン は ブ ド ウ 球 菌 な

ど の 糸田 菌 が も つ
回
円

，
不 月包 壁 の 〈

口

成 を 阻 生
ロ す る と で 効 果 を

一不 す ヒ ト の 糸田 月(] に は 糸田 1(]

壁 が な た め ペ ンヽ リ ン は

ヒ ト の 糸田 月包 に は 影 響 し な



26編科 A7

問題 1

(1)

(2)

物体の速度は時間 ′[s]の 間にα′[m/s]増加する。

初速度 ッ0[m/s]に増加分を加えれば、時刻 ′における速度 ッ[m/s]と なるから、

υ=%+α ιが得 られる。

物体の変位χ[m]は 、長方形 Aの面積と三角形 Bの面積を足したものである

長方形 Aの面積は、ッ0′、三角形 Bの面積は、α′・′/2であるから、
χ=υoι +1/2 αι2が得られる。



υ=υ。+αι 000①  χ=ν Oι +1/2 αι2

①より、t=ツ
~υ° これを②に代入する、
α

χ =υO 

ν~%‐
十

:α 雫

χ=身
 (ν

2_υ

`)ょって、υ2_υ

`=2α

χが得られる。

・②(3)

26編科 A8

ボールの変位 χ=9[m]、 初速度 νO=0[m/s]、 加速度 α=2[m/s2]で ぁるか ら、

9=1× 2× ι2
2

よって、A君は、F3[s]後 にボールに追いついた。

したがつて、河川流速は、9[m]÷ 3[s]=3[m/s]である。

0.35[g/cm3]=3.5× 102[kg/m3]

ボールの体積 /[m3]、 水面下にあるボールの体積割合 χ[%]、 重力加速度

g[m/s2]と すると、

ボールの重さは、 3.5× 102× /× g

ボールの浮力は、1.0× 103× /× G/100)× g

この 2式が釣 り合つているので、

3.5× 102× /× g=1.0× 103× /× (r/100)× g

χ=35[%]

よつて、水面より上の部分のボールの体積は、65[%]と なる。

(4)

(5)



26編科 A9

問題 2

(1)

(2)

(3)

オームの法則より、BCに流れる電流 ノは、
／

一
Ｒ

〓
ｆ

[A]

(ア ) S     (極 ) (イ ) N     (極 )

図のように導体 BCが受ける力は、下向きの重力 始 、電流 ノが磁場か

ら受ける水平方向の力 ZB、 および導線の張力 Sの 3つの力でつ りあって

静止 している。

図より、ZB=控ねnθであり、(1)よ り/=子であるから、

tan θ=∠翌 =型Z
蛇 J牝

ZB


